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医療分野のIT化の新たな指針
                        「日医IT化宣言2016」を公表

　横倉義武会長は6月8日の定例記者会見で、今後の日医の医療分野のIT
化における取り組みの指針となる「日医IT化宣言2016」を公表、同宣言
を基に、従来以上に力を入れて、医療分野のIT化に取り組んでいく考え
を示した。

日
医
で
は
、
平
成
13
年
11

月
、
当
時
の
坪
井
執
行
部
が

「
日
医
Ｉ
Ｔ
化
宣
言
」
を
公

表
し
て
い
る
。

同
宣
言
は
、
日
医
が
医
療

の
専
門
家
集
団
と
し
て
、
自

ら
先
頭
に
立
っ
て
医
療
現
場

の
Ｉ
Ｔ
化
を
推
進
す
る
た

め
、
土
台
と
な
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
の
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
を
取
る
決
意
を
高
ら
か
に

宣
言
し
た
も
の
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
中
心
と
な
る
具
体

策
が
、
各
医
療
現
場
に
標
準

化
さ
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

レ
セ
プ
ト
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
、
互

換
性
の
あ
る
医
療

情
報
を
や
り
取
り

で
き
る
よ
う
に
す

る
計
画
、
す
な
わ

ち
「
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ａ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

推
進
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
日
医

で
は
、
同
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
推
進
に

努
め
、
そ
の
成
果

で
あ
る
「
日
医
標

準
レ
セ
プ
ト
ソ
フ

ト
」
（
通
称
Ｏ
Ｒ

Ｃ
Ａ
）
は
、
現
在

で
は
１
万
５
０
０

０
を
超
え
る
医
療

機
関
で
運
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、

昨
年
に
は
更
な
る

発
展
の
た
め
、
新
た
に
「
日

本
医
師
会
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ａ
管
理
機

構
株
式
会
社
」
を
設
立
し
、

業
務
委
託
を
開
始
し
て
い

る
。そ

の
他
、
日
医
で
は
日
医

認
証
局
を
運
営
す
る
会
内
の

付
属
機
関
と
し
て
設

置
し
た
「
日
本
医
師

会
電
子
認
証
セ
ン
タ

ー
」
の
運
営
に
も
力

を
入
れ
る
と
と
も

に
、
今
後
の
Ｉ
Ｔ
を

使
っ
た
地
域
医
療
連

携
で
必
須
と
な
る
、

医
師
の
国
家
資
格
を

電
子
の
世
界
で
証
明

す
る「
医
師
資
格
証
」

の
普
及
に
努
め
、
総

申
請
数
は
５
月
現
在

で
５
０
０
０
件
を
超

え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日

日医 IT化宣言2016

・�日本医師会は、安全なネットワーク
を構築するとともに、個人のプライ
バシーを守ります。

・�日本医師会は、医療の質の向上と安
全の確保を ITで支えます。

・�日本医師会は、国民皆保険を ITで支
えます。

・�日本医師会は、地域医療連携・多職
種連携を ITで支えます。

・�日本医師会は、電子化された医療情
報を電子認証技術で守ります。

2016年6月　公益社団法人 日本医師会

【各項目の内容】

○�日本医師会は、安全なネットワークを構築するとともに、個人
のプライバシーを守ります。

・�マイナンバー制度のインフラを活用した医療等ID制度を確立さ
せる。
・�医療等IDを活用して、国民・患者が安心できる地域医療連携を
実現する。
・�医療機関が安心・安全・安価に地域医療連携に活用できる医療専
用ネットワークの構築を目指す。

○�日本医師会は、医療の質の向上と安全の確保をITで支えます。
・�患者の同意に基づいて収集した医療情報を研究・分析して、医療
の質の向上及び患者の安全確保に努める。

○�日本医師会は、国民皆保険をITで支えます。
・�日医が開発するレセプト処理システムを電子カルテメーカーに提
供、普及させることで、保険医療機関経営の原資となる診療報酬
を請求するためのインフラ整備を行い、国民皆保険を堅持する。

○�日本医師会は、地域医療連携・多職種連携をITで支えます。
・�電子カルテのない医療機関でも、電子化された医療情報で地域医療
連携を行うことができるようなツールを開発、提供する。

○�日本医師会は、電子化された医療情報を電子認証技術で守ります。
・�全ての医師に「医師資格証」を普及させる。
・�保健医療福祉分野の電子認証局（HPKI）の事業発展と安定した
運用を行う。
・�「医師資格証」のユースケース拡大を図るとともに、身分証明書
としての認知度も向上させる。

医
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
た
が
、
医
療

分
野
の
Ｉ
Ｔ
化
を
取
り
巻
く

状
況
は
従
来
以
上
に
急
激
な

変
化
を
見
せ
始
め
て
い
る
。

そ
の
流
れ
に
対
応
す
る
た

め
、
横
倉
会
長
は
、
「
平
成

26
・
27
年
度
医
療
Ｉ
Ｔ
委
員

会
」
（
川
出
靖
彦
委
員
長
／

岐
阜
県
医
師
会
副
会
長
）
に

対
し
て
、
「
地
域
医
療
連
携

推
進
の
た
め
の
新
た
な
日
医

Ｉ
Ｔ
化
宣
言
と
医
療
・
介
護

に
お
け
る
多
職
種
連
携
の
あ

り
方
」
に
つ
い
て
諮
問
。
同

委
員
会
で
は
２
年
間
に
わ
た

り
鋭
意
検
討
を
行
い
、
５
月

19
日
に
川
出
委
員
長
か
ら
横

倉
会
長
に
「
日
医
Ｉ
Ｔ
化
宣

言
２
０
１
６
（
案
）」
を
含

め
た
答
申
を
提
出
し
た
。

今
回
、公
表
し
た
宣
言
は
、

こ
の
宣
言
案
を
基
に
、
平
成

な
お
、当
日
の
会
見
で
は
、

石
川
広
己
常
任
理
事
か
ら
、

医
療
Ｉ
Ｔ
委
員
会
が
取
り
ま

と
め
た
答
申
の
内
容
に
つ
い

て
も
説
明
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
中
で
、
同
常
任
理
事

は
、
医
介
連
携
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（Social 
Network 

Ser-

vice

）
を
利
用
す
る
場
合
に

つ
い
て
、
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど

の
公
開
型
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
は
な
く
、
栃
木
県
が

採
用
し
て
い
る
よ
う
な
非
公

開
型
か
つ
医
介
連
携
専
用
の

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利

用
す
る
こ
と
」
「
個
人
所
有

の
機
器
を
持
ち
込
ん
で
業
務

に
用
い
る
、
い
わ
ゆ
る
Ｂ
Ｙ

Ｏ

Ｄ
（Bring 

Your 
Own 

Device

）
は
す
べ
き
で
は
な

い
こ
と
」
な
ど
の
注
意
点
を

答
申
か
ら
引
用
し
て
説
明
す

28
年
度
第
６
回
常
任
理
事
会

（
５
月
31
日
開
催
）
に
お
い

て
協
議
を
行
い
、
一
部
文
言

の
変
更
を
行
う
こ
と
で
了
承

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

宣
言
は
、５
つ
の
項
目（
別

掲
上
）
か
ら
な
っ
て
お
り
、

各
項
目
の
内
容
は
別
掲
下
の

よ
う
な
も
の
を
想
定
し
て
い

る
。会

見
で
宣
言
を
公
表
し
た

横
倉
会
長
は
、
「
新
た
な
宣

言
は
、
従
来
の
『
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ａ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の
推
進
の

み
の
内
容
に
と
ど
ま
る
こ
と

な
く
、
医
療
分
野
の
Ｉ
Ｔ
政

策
全
体
を
包
括
す
る
内
容
に

な
っ
て
い
る
」
と
説
明
す
る

と
と
も
に
、
同
宣
言
を
基
に
、

従
来
以
上
に
力
を
入
れ
て
、

医
療
分
野
の
Ｉ
Ｔ
化
に
取
り

組
ん
で
い
く
考
え
を
示
し
た
。

る
な
ど
、
医
介
連
携
に
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
が
確
保
さ
れ
て
い

な
い
シ
ス
テ
ム
や
通
信
経

路
、
端
末
を
安
易
に
利
用
す

る
こ
と
に
対
し
て
警
鐘
を
鳴

ら
し
た
。

ま
た
、
宣
言
の
中
で
も
触

れ
ら
れ
て
い
る
「
医
療
等
分

野
専
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
」
に
つ
い
て
も
言
及
。「
こ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
実
現
す

れ
ば
、
高
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

を
確
保
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
実
現
し
、
医
療
機
関
に
お

い
て
も
安
心
し
て
電
子
紹
介

状
な
ど
の
や
り
取
り
が
で
き

る
環
境
整
備
が
可
能
と
な

る
」
と
し
た
上
で
、
「
現
在

活
用
さ
れ
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
イ
ン
フ
ラ
も
最
大
限

活
用
し
、
そ
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。
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6
月
8
日

■■■■■■■■

第
Ⅷ
次
学
術
推
進
会
議
報
告
書 

 

遺
伝
子
診
断
・

  

遺
伝
子
治
療
の
新
し
い
展
開

─
学
術
推
進
の
立
場
か
ら

小
森
常
任
理
事
は
、
第
Ⅷ

次
学
術
推
進
会
議
が
会
長
諮

問
「
遺
伝
子
診
断
・
遺
伝
子

治
療
の
新
し
い
展
開
─
学
術

推
進
の
立
場
か
ら
─
」
を
受

け
、
２
年
間
に
わ
た
り
鋭
意

検
討
し
取
り
ま
と
め
た
報
告

書
を
、
６
月
７
日
に
清
水
孝

雄
座
長
（
日
本
医
学
会
副
会

長
／
国
立
国
際
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
理
事
）
か
ら
横
倉
会

長
に
提
出
し
た
こ
と
を
報
告

て
い
る
。

（
２
）
で
は
、
小
児
に
対

す
る
保
因
者
診
断
に
つ
い

て
、
将
来
の
自
由
意
思
の
保

護
の
観
点
並
び
に
本
人
の
発

症
に
直
接
関
係
す
る
も
の
で

な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
基

本
的
に
は
行
わ
れ
る
べ
き
で

は
な
い
と
指
摘
。

ま
た
、
Ｄ
Ｔ
Ｃ
遺
伝
子
検

査
に
つ
い
て
は
、
社
会
と
し

て
ど
の
よ
う
な
管
理
・
監
督

体
制
を
構
築
す
べ
き
な
の

か
、
今
後
も
継
続
し
た
議
論

と
監
視
が
必
要
で
あ
る
と
す

る
と
と
も
に
、
「
Ｄ
Ｔ
Ｃ
検

査
に
お
い
て
事
前
・
事
後
の

説
明
が
対
面
で
は
な
い
こ

と
」
「
二
次
的
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
、
科
学
的
根
拠
に
乏
し

い
食
品
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
等

の
物
販
が
あ
る
こ
と
」
な
ど

に
極
め
て
強
い
懸
念
を
示
し

し
た
。

報
告
書
は
、
（
１
）
は
じ

め
に
、（
２
）
遺
伝
子
診
断
〔
①

臨
床
応
用
に
向
け
た
取
り
組

み
・
現
況
②
Ｄ
Ｔ
Ｃ
（Direct- 

to-Consumer

）
遺
伝
子
検

査
③
遺
伝
子
診
断
の
課
題
〕
、

（
３
）
遺
伝
子
治
療
（
①
遺

伝
子
治
療
の
コ
ン
セ
プ
ト
と

歴
史
②
遺
伝
子
治
療
の
最
近

の
動
向
と
課
題
）
、
（
４
）
ま

と
め
と
提
言

─
か
ら
な
っ

待合室に貼って下さい

「日本医師会　赤ひげ大賞」とは

　日医と産経新聞社が主催し、「地
域の医療現場で長年にわたり、健
康を中心に地域住民の生活を支え
ている医師にスポットを当てて顕
彰すること」を目的として、ジャパ
ンワクチン株式会社の特別協賛、
厚生労働省、フジテレビジョン、
BSフジの後援の下、平成24年に創
設した賞。
　現在、都道府県医師会に対して、
5回目の候補者の推薦を依頼中で
ある。

　「日本医師会　赤ひげ大賞」は、今年で創設から5 年目を
迎えます。
　それを記念して、今回、患者さんより地域で活躍されてい
る医師に対する応援メッセージを募集することになりました。
　つきましては、今号に同封いたしましたポスターを待合室
などに掲示頂くなど、メッセージ募集に対するご協力をお願
いいたします。 日医広報・情報課

小
森
貴
常
任
理
事
は
、
第

XIV
次
生
命
倫
理
懇
談
会
が
会

長
諮
問
「
遺
伝
子
診
断
・
遺

伝
子
治
療
の
新
し
い
展
開
─

生
命
倫
理
の
立
場
か
ら
─
」

を
受
け
て
取
り
ま
と
め
た
答

申
書
を
、
５
月
27
日
に

久

史
麿
座
長
（
日
本
医
学
会
長
）

か
ら
横
倉
義
武
会
長
に
提
出

し
た
こ
と
を
報
告
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

答
申
は
、（
１
）
は
じ
め
に
、

（
２
）
遺
伝
子
診
断
と
生
命

倫
理
、
（
３
）
わ
が
国
に
お

け
る
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
の
現
状
、

（
４
）
遺
伝
学
的
検
査
と
生

命
倫
理
、
（
５
）

個
人
遺
伝
情
報

の
取
り
扱
い
に

関
す
る
最
近
の

動
向
、（
６
）
遺

伝
子
治
療
と
生

命
倫
理
、
（
７
）

お
わ
り
に

─

を
柱
に
構
成
さ

れ
て
い
る
。

（
２
）
で
は
、

遺
伝
学
的
検

査
・
診
断
に
お

い
て
生
命
倫
理

の
観
点
か
ら
考

慮
す
べ
き
問
題

と
し
て
、
「
遺

伝
学
的
検
査
の
同
意
」
「
遺

伝
情
報
の
共
有
」
「
出
生
前

診
断
」
「
偶
発
的
所
見
」
を

挙
げ
て
詳
説
。

偶
発
的
所
見
に
つ
い
て

は
、
当
初
の
目
的
と
は
異
な

る
ゲ
ノ
ム
情
報
が
明
ら
か
と

な
っ
た
場
合
、
知
る
権
利
と

知
ら
な
い
で
い
る
権
利
、
何

が
当
事
者
に
と
っ
て
最
善
か

な
ど
の
倫
理
的
課
題
も
含

め
、
そ
の
取
り
扱
い
を
さ
ま

ざ
ま
な
観
点
か
ら
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
３
）
で
は
、
母
体
血
を

用
い
た
新
し
い
出
生
前
遺
伝

学
的
検
査
（
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
）
に

■■■■■■■■

第
XIV
次
生
命
倫
理
懇
談
会
答
申

 

遺
伝
子
診
断
・

  

遺
伝
子
治
療
の
課
題
を
提
示

─
生
命
倫
理
の
立
場
か
ら

つ
い
て
、
そ
の
倫
理
的
課
題

を
指
摘
し
た
上
で
、
平
成
25

年
４
月
に
開
始
さ
れ
た
認
定

登
録
制
度
の
運
用
状
況
を
概

説
。
非
確
定
的
検
査
で
あ
る

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
の
結
果
が
陽
性

で
、
そ
の
診
断
を
確
定
さ
せ

る
た
め
の
羊
水
染
色
体
検
査

で
も
陽
性
と
な
っ
た
妊
婦
の

ほ
と
ん
ど
が
妊
娠
中
絶
を
選

択
し
て
い
る
現
状
が
説
明
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
陽
性
の

結
果
だ
け
で
妊
娠
中
絶
に
至

っ
た
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ

実
施
施
設
へ
妊
婦
を
紹
介
す

る
立
場
の
産
婦
人
科
医
の
Ｎ

Ｉ
Ｐ
Ｔ
へ
の
理
解
を
深
め
る

必
要
性
や
、
妊
婦
へ
の
説
明

と
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
の
重

要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
４
）
で
は
、
米
国
や
欧

州
で
、
臨
床
的
妥
当
性
や
臨

床
的
有
用
性
の
面
で
問
題
が

大
き
い
と
し
て
販
売
さ
れ
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
Ｄ
Ｔ
Ｃ

（Direct-to-Consumer

）

遺
伝
子
検
査
に
つ
い
て
、
わ

が
国
で
は
何
の
規
制
も
な
く

販
売
さ
れ
、
現
在
も
そ
の
マ

ー
ケ
ッ
ト
が
拡
大
さ
れ
つ
つ

あ
る
現
状
を
危
惧
。
遺
伝
学

的
検
査
が
、
医
療
分
野
に
入

る
も
の
は
厚
生
労
働
省
、
ビ

ジ
ネ
ス
分
野
に
入
る
も
の
は

経
済
産
業
省
が
担
当
す
る
と

い
う
分
離
所
掌
が
こ
う
し
た

状
況
を
招
い
て
い
る
と
し

て
、
遺
伝
学
的
検
査
を
厚
労

省
で
一
元
的
に
所
掌
し
、
単

一
の
基
準
で
適
切
な
枠
組
み

を
構
築
し
て
い
く
中
で
、
国

民
が
安
心
し
て
先
端
生
命
科

学
技
術
の
恩
恵
に
あ
ず
か
れ

る
体
制
を
築
く
こ
と
が
喫
緊

の
課
題
だ
と
記
し
て
い
る
。

て
い
る
。

（
３
）
で
は
、
近
年
、
安

全
な
ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
の

開
発
や
改
良
が
進
ん
だ
こ

と
、
遺
伝
子
治
療
の
臨
床
的

成
功
例
が
次
々
と
報
告
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
究

極
の
遺
伝
子
治
療
と
考
え
ら

れ
て
い
る
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術

が
急
速
に
発
展
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
遺
伝
子
治
療
に

対
す
る
期
待
は
再
び
高
ま
っ

て
い
る
と
指

摘
。そ

う
し
た
状

況
に
お
い
て

は
、
ゲ
ノ
ム
情

報
と
い
う
高
度

な
機
微
情
報
を

取
り
扱
う
こ
と

に
関
わ
る
、
倫

理
的
配
慮
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
、
ゲ
ノ
ム
医

療
に
関
す
る
教

育
・
研
修
、
特

に
専
門
性
を
持

っ
た
人
材
の
大

幅
な
育
成
な
ど

が
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
特

に
、
①
遺
伝
学
的
検
査
の
品

質
・
精
度
の
確
保
②
遺
伝
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体
制
等
の
整

備
③
遺
伝
情
報
に
基
づ
く
差

別
の
防
止
④
デ
ー
タ
の
管
理

と
二
次
利
用

─
等
が
重
要

か
つ
喫
緊
の
課
題
と
考
え
ら

れ
る
と
し
て
い
る
。

最
後
に
、
小
森
常
任
理
事

は
、
「
遺
伝
子
診
断
、
遺
伝

子
治
療
に
関
し
て
は
、
生
命

倫
理
懇
談
会
並
び
に
学
術
推

進
会
議
に
お
い
て
議
論
を
重

ね
、
本
年
４
月
に
は
『
か
か

り
つ
け
医
と
し
て
知
っ
て
お

き
た
い
遺
伝
子
検
査
、
遺
伝

学
的
検
査　

Ｑ
＆
Ａ
２
０
１

６
』
を
発
行
し
て
い
る
が
、

今
後
も
今
回
の
報
告
書
等
を

基
に
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
伺

い
、
更
に
議
論
を
深
め
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。
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第
１
回
医
師
主
導
に
よ
る

医
療
機
器
開
発
の
た
め
の
ニ

ー
ズ
創
出
・
事
業
化
支
援
セ

ミ
ナ
ー
（
主
催
：
日
医
、
経

済
産
業
省
関
東
経
済
産
業

局
）
が
６
月
11
日
、
日
医
会

館
大
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
ニ
ー
ズ

創
出
を
含
め
た
医
師
主
導
に

よ
る
医
療
機
器
開
発
の
た
め
、

医
師
会
員
を
中
心
に
、
非
会

員
、
工
学
系
研
究
者
、
弁
理

士
会
及
び
自
治
体
等
に
も
参

加
を
呼
び
掛
け
て
、
わ
が
国

の
医
療
機
器
開
発
の
促
進
に

向
け
た
方
策
と
あ
り
方
を
展

望
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の

臨
床
ニ
ー
ズ
や
ア
イ
デ
ア
を

発
掘
、
収
集
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
医
療
機
器
開
発
に

関
心
が
あ
る
医

師
、
大
学
・
研
究

機
関
、
製
販
企
業
、

も
の
づ
く
り
企

業
、
行
政
・
支
援

機
関
か
ら
２
２
７

名
が
参
加
し
た
。

開
会
あ
い
さ
つ

で
横
倉
義
武
会
長

（
今
村
聡
副
会
長

代
読
）
は
、
「
さ

ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ

ア
を
持
つ
医
師

と
、
機
器
の
開
発

を
担
う
事
業
者
と

が
信
頼
関
係
に
基

づ
き
、
緊
密
に
連

携
し
な
が
ら
機
器
開
発
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
」
と

す
る
と
と
も
に
、
「
日
医
で

は
、
多
く
の
先
生
方
に
医
療

機
器
開
発
へ
の
関
心
を
持
っ

て
頂
く
た
め
、
本
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
た
。
医
療
機
器
開

発
の
た
め
の
大
き
な
連
携
の

土
台
と
な
り
、
わ
が
国
の
医

療
機
器
開
発
の
促
進
に
寄
与

す
る
も
の
と
な
る
よ
う
期
待

し
て
い
る
」
と
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
鍜
治

克
彦
経
産
省
関
東
経
済
産
業

局
長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
の

後
、
羽
鳥
裕
常
任
理
事
が
、

「
医
師
主
導
に
よ
る
医
療
機

器
開
発
・
事
業
化
支
援
業

務
」
に
つ
い
て
、
平
成
27
年

６
月
よ
り
開
始
し
た
同
業
務

の
進
捗
状
況
を
説
明
。
平
成

28
年
６
月
９
日
現
在
の
登
録

状
況
に
つ
い
て
は
、
「
ア
イ

デ
ア
を
登
録
し
た
医
師
数
」

が
66
人
、
「
開
発
ア
イ
デ
ア

の
登
録
件
数
」
が
計
１
０
０

件
に
到
達
し
た
こ
と
を
報
告

し
た
。
ま
た
、
同
時
点
で
89

件
の
目
利
き
が
終
了
し
、
医

療
機
器
の
開
発
や
事
業
化
の

可
能
性
が
中
程
度
・
高
程
度

で
あ
っ
た
も
の
が
42
件
、
そ

の
中
で
、
７
件
は
日
医
の
支

援
、
企
業
等
の
紹
介
を
行
っ

て
お
り
、
28
件
は
日
本
医
療

研
究
開
発
機
構
（
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
）

等
へ
の
橋
渡
し
を
予
定
し
て

い
る
と
し
た
。

更
に
、
今
年
度
は
、
本
セ

ミ
ナ
ー
を
全
国
６
カ
所
で
開

催
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を

紹
介
し
、
次
年
度
以
降
に
も

同
規
模
で
継
続
す
る
意
欲
を

見
せ
た
。

門
田
靖
経
産
省
関
東
経
済

産
業
局
次
世
代
産
業
課
長

は
、
「
医
療
機
器
産
業
振
興

に
係
る
関
東
経
済
産
業
局
の

取
組
」
と
し
て
、
同
省
で
行

っ
て
い
る
「
医
療
機
器
産
業

も
の
づ
く
り
基
盤
強
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
説
明
。

「
医
療
機
器
」
「
専
業
医
療
機

器
メ
ー
カ
ー
」
「
地
域
移
行

連
携
活
動
」
「
も
の
づ
く
り

企
業
」
を
結
び
付
け
る
こ
と

で
課
題
の
解
消
を
目
指
し
、

地
域
医
工
連
携
活
動
が
活
発

化
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
と
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、
北
島
政

樹
日
本
医
工
も
の
づ
く
り
コ

モ
ン
ズ
理
事
長
が
、
「
医
療

機
器
開
発
に
お
け
る
医
師
と

モ
ノ
づ
く
り
企
業
の
連
携
」

と
題
し
て
、
文
部
科
学
省
の

研
究
拠
点
形
成
等
補
助
金
事

業
で
あ
る
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
拠
点
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
関
わ
っ
た
「
低

侵
襲
・
新
治
療
開
発
に
よ
る

個
別
化
が
ん
医
療
確
立
」
に

つ
い
て
解
説
し
た
。

ま
た
、
日
本
に
お
け
る
医

工
連
携
の
課
題
と
し
て
、
ニ

ー
ズ
（
医
療
者
の
需
要
）
と

シ
ー
ズ
（
企
業
が
持
っ
て
い

る
新
し
い
技
術
・
材
料
・
サ

ー
ビ
ス
）
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、
そ

の
解
決
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
現
場
を
結
ぶ
プ
ラ
ッ
ト
ホ

ー
ム
を
築
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
「
日
本
医
工
も
の
づ
く

り
コ
モ
ン
ズ
」
を
創
設
し
た

こ
と
を
紹
介
。
医
学
と
工
学

の
学
会
が
参
画
し
、
２
０
１

２
年
に
医
工
連
携
の
初
会
合

が
開
か
れ
た
こ
と
な
ど
を
報

告
し
た
。

村
山
雄
一
東
京
慈
恵
会
医

科
大
学
脳
神
経
外
科
教
授
は
、

米
国
で
の
産
学
連
携
の
経
験

と
し
て
「
脳
動
脈
瘤
治
療
用

コ
イ
ル
」
を
開
発
し
た
こ
と

や
、
日
本
で
初
め
て
保
険
適

用
さ
れ
た
医
療
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
「
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
」
の

開
発
に
携
わ
っ
た
こ

と
な
ど
を
説
明
。

わ
が
国
に
お
い
て

も
、
特
許
教
育
や
環

境
整
備
な
ど
若
手
医

師
を
支
援
す
る
体
制

が
整
い
つ
つ
あ
り
、
日
本
で

世
界
に
通
用
す
る
よ
う
な
医

療
機
器
を
開
発
で
き
る
よ
う
、

今
後
も
医
工
産
学
連
携
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
し
た
。

更
に
、
内
田
毅
彦
日
本
医

療
機
器
開
発
機
構
代
表
取
締

役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
、
「
医
療
機
器

開
発
事
業
化
の
ポ
イ
ン
ト
」

と
し
て
、
事
業
化
に
向
け
て

特
許
出
願
に
お
け
る
留
意
点

な
ど
を
解
説
。
「
日
本
は
、

世
界
に
先
駆
け
て
超
高
齢
化

を
迎
え
て
い
る
状
況
に
あ
る

が
、
逆
に
世
界
に
先
駆
け
た

ア
イ
デ
ア
を
出
す
チ
ャ
ン
ス

で
も
あ
る
。
ぜ
ひ
機
器
開
発

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
頂
き
、

国
を
支
え
る
産
業
に
つ
な
げ

て
欲
し
い
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
中
野
壮
陛
医
療
機

器
セ
ン
タ
ー
専
務
理
事
は
、

「
医
療
機
器
開
発
に
お
け
る

安
全
規
制
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
規

制
」
と
し
て
、
ア
イ
デ
ア
を

事
業
化
す
る
に
当
た
り
、
知

っ
て
お
く
べ
き
規
制
や
、
審

査
を
受
け
る
に
当
た
り
、
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
事
項
な

ど
を
説
明
し
た
。

そ
の
後
は
、厚
生
労
働
省
、

経
産
省
、
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
の
取
り

組
み
の
紹
介
に
続
い
て
、「
医

療
現
場
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
発

掘
の
必
要
性
と
開
発
・
事
業

化
支
援
の
あ
り
方
」
と
題
す

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
開
か
れ
た
。

来
場
者
か
ら
は
、
「
ア
イ

デ
ア
の
特
許
が
ど
の
よ
う
に

守
ら
れ
る
の
か
」
「
医
療
機

器
開
発
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

改
訂
状
況
」
な
ど
多
く
の
質

問
が
出
さ
れ
、
講
演
者
間
で

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
後
、

会
は
盛
会
裏
に
終
了
し
た
。

な
お
、
当
日
は
、
日
医
会

館
１
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

企
業
・
団
体
・
行
政
に
よ
る

医
療
機
器
開
発
に
役
立
つ
ブ

ー
ス
展
示
や
、
ア
イ
デ
ア
を

有
す
る
医
師
向
け
の
個
別
相

談
な
ど
も
開
催
さ
れ
た
。

横
倉
義
武
会
長
は
６
月
８

日
、
日
医
を
表
敬
訪
問
し
た

全
国
保
健
所
長
会
の
宇
田
英

典
会
長
ら
と
会
談
。
同
会
が

取
り
ま
と
め
た
「
平
成
29
年

に
お
い
て
も
制
度
的
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
央

防
災
計
画
に
も
明
記
し
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
お
り
、

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と

要
望
。
中
央
防
災
会
議
の
委

員
で
も
あ
る
横
倉
会
長
は
一

定
の
理
解
を
示
す
と
と
も

に
、
「
そ
の
実
現
の
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
全
国
保
健
所
長
会

に
被
災
者
健
康
支
援
連
絡
協

議
会
に
参
加
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
述
べ
た
。

そ
の
他
、
会
談
で
は
４
月

14
日
に
発
生
し
た
「
平
成
28

年
熊
本
地
震
」
に
対
す
る
支

援
に
つ
い
て
も
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

横
倉
会
長
は
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

の
派
遣
等
、
日
医
の
活
動
を

説
明
し
た
上
で
、
地
震
発
生

当
初
、
県
と
政
令
指
定
都
市

と
の
間
で
情
報
共
有
が
う
ま

く
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と

を
問
題
視
。「
こ
う
い
う
時
こ

そ
、
全
国
保
健
所
長
会
が
調

整
機
能
を
発
揮
し
て
欲
し
い
」

と
、
今
後
の
同
会
の
活
動
に

対
す
る
期
待
感
を
示
し
た
。

度
保
健
行
政
の
施
策
及
び
予

算
に
関
す
る
要
望
書
」
の
実

現
に
向
け
た
協
力
依
頼
を
受

け
る
と
と
も
に
、
今
後
も
わ

が
国
の
公
衆
衛
生
の
維
持
・

向
上
に
向
け
て
、
両
者
が
協
力

し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

同
会
は
、
全
国
に
あ
る
約

４
８
０
カ
所
の
保
健
所
長
に

よ
る
組
織
で
あ
り
、
保
健
所

の
進
展
と
保
健
所
相
互
の
連

携
を
図
り
、
公
衆
衛
生
の
向

上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
活
動
し
て
い
る

団
体
で
あ
る
。

当
日
の
会
談

で
、
宇
田
同
会
長

は
要
望
書
の
内
容

を
説
明
し
た
上

で
、
全
国
的
に
公

衆
衛
生
医
師
が
不

足
し
て
い
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
保
健

所
の
集
約
化
が
図

ら
れ
よ
う
と
し
て

い
る
事
態
を
憂
慮

し
、
日
医
に
そ
の

養
成
に
向
け
た
協

力
を
求
め
た
。
こ

れ
に
対
し
て
横
倉
会
長
は
、

「
公
衆
衛
生
活
動
は
国
に
と

っ
て
も
大
変
重
要
な
こ
と
で

あ
り
、
引
き
続
き
、
公
衆
衛

生
医
師
の
養
成
に
向
け
て
協

力
し
て
い
き
た
い
」
と
応
じ

た
。ま

た
、
現
在
そ
の
創
設
・

稼
働
に
向
け
て
着
々
と
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
災
害
時

健
康
危
機
管
理
支
援
チ
ー
ム

（
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
）
に
関
し
て

は
、
宇
田
同
会
長
が
、
「
国

わが国の公衆衛生の維持・向上に向け
                   協力していくことを確認

日医・全国保健所長会

第
１
回
医
師
主
導
に
よ
る
医
療
機
器
開
発
の
た
め
の

                               

ニ
ー
ズ
創
出
・
事
業
化
支
援
セ
ミ
ナ
ー

医
工
産
学
連
携
に
よ
る
新
た
な
機
器
開
発
の
た
め

                                

医
師
と
企
業
が
集
結



日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

秘
書
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
４
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
庶
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
・
企
画
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
・
情
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
／
03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
地
域
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
地
域
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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耳
鼻
咽
喉
科
休
日
救
急
診
療
の
実
施

─
埼
玉
県
医
師
会
─

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
医
療
会
議
所

東
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
支
部
と
の
医
療
提
携

─
長
崎
県
医
師
会
─

埼
玉
県
医
師
会
で
は
、
平

成
26
年
10
月
か
ら
、
耳
鼻
咽

喉
科
の
休
日
救
急
診
療
を
実

施
し
て
い
る
。

休
日
や
夜
間
に
耳
鼻
咽
喉

科
を
救
急
で
受
診
す
る
場

合
、
埼
玉
県
内
で
は
対
応
可

能
な
医
療
機
関
が
極
端
に
少

な
く
、
救
急
隊
や
救
急
患
者

自
身
が
受
診
先
を
探
す
こ
と

に
苦
慮
し
て
い
た
。

県
医
師
会
が
24
時
間
体
制

で
実
施
し
て
い
る
「
救
急
医

療
機
関
の
電
話
案
内
」
に
お

い
て
も
、
長
年
に
わ
た
り
耳

鼻
咽
喉
科
が
「
案
内
で
き
な

い
診
療
科
目
」
の
ト
ッ
プ
で

あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
県
民
の
救
急
医

療
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
、
県
と
協
力
し
な
が

ら
、
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年

始
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
、
耳
鼻
咽
喉
科
の
救

急
診
療
を
始
め
た
。

現
在
は
、
県
内
を
東
西
２

地
区
に
分
け
て
診
療
所
を
中

心
と
し
た
在
宅
輪
番
制
で
初

期
救
急
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
診
療
所
で
は
対
応
で
き

な
い
重
症
患
者
の
た
め
に
、

大
学
病
院
な
ど
に
よ
る
二
次

救
急
医
療
体
制
も
併
せ
て
整

備
し
て
い
る
。

都
道
府
県
単
位
で
耳
鼻
咽

喉
科
に
特
化
し
た
救
急
を
行

っ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
少
な

く
、
初
期
救
急
と
二
次
救
急

の
双
方
を
実
施
し
て
い
る
ケ

ー
ス
は
更
に
少
な
い
。

図1　年齢層別患者数の割合

図2　疾患別患者数の割合

80歳以上
1.0%

0歳～9歳
38.4%

10歳～19歳
9.9%20歳～29歳

11.6%

30歳～39歳
15.4%

40歳～49歳
10.5%

50歳～59歳
5.7%

60歳～69歳
4.6%

70歳～79歳
3.1%

①急性中耳炎
29.7%

②咽頭疾患
13.6%

③副鼻腔炎疾患
12.0%

④外耳炎疾患
6.3%

⑤鼻・外耳・咽頭異物
3.8%

その他
34.6%

平
成
27
年
度
は
、
72
回
の

診
療
を
実
施
し
、
３
２
７
５

人
が
初
期
救
急
を
受
診
し

た
。
こ
の
う
ち
42
人
が
重
傷

の
た
め
に
二
次
救
急
に
送
ら

れ
、
う
ち
20
人
は
入
院
が
必

要
で
あ
っ
た
。

年
齢
層
別
の
患
者
数
は
、

０
～
９
歳
38
・
４
％
、
10
～

19
歳
９
・
９
％
、
20
～
29
歳

11
・
６
％
、
30
～
39
歳
15
・

４
％
、
40
～
49
歳
10
・
５
％
、

50
～
59
歳
５
・
７
％
、
60
～

69
歳
４
・
６
％
、
70
～
79
歳

３
・
１
％
、
80
歳
以
上
１
・

０
％
で
あ
り
、
受
診
者
の
約

半
数
は
子
ど
も
で
あ
っ
た

（
図
１
）。

疾
患
別
の
患
者
数
は
、
①

急
性
中
耳
炎
29
・
７
％
②
咽

頭
疾
患
13
・
６
％
③
副
鼻
腔

炎
疾
患
12
・
０
％
④
外
耳
炎

疾
患
６
・
３
％
⑤
鼻
・
外

耳
・
咽
頭
異
物
３
・
８
％
で

あ
り
、
急
性
中
耳
炎
が
３
分

の
１
を
占
め
て
い
る
（
図

２
）。本

事
業
の
実
施
に
よ
り
、

そ
れ
ま
で
患
者
が
集
中
し
て

い
た
大
学
病
院
等
の
数
少
な

い
受
け
入
れ
機
関
の
負
担
が

減
っ
て
い
る
。
前
述
の
と
お

り
、
患
者
の
多
く
は
軽
症
患

者
で
あ
る
た
め
、
高
次
救
急

医
療
機
関
は
本
来
の
役
割
に

集
中
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
言
え
る
。

埼
玉
県
は
、
人
口
当
た
り

の
医
師
数
が
全
国
最
下
位
で

あ
る
な
ど
、
医
療
供
給
体
制

は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、

県
民
の
命
を
守
る
救
急
医
療

に
つ
い
て
は
、
工
夫
と
情
熱

に
よ
り
、
更
に
充
実
し
た
も

の
に
し
て
い
き
た
い
。

平
成
27
年
８
月
、
長
崎
県

医
師
会
は
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

共
和
国
医
療
会
議
所
東
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
支
部
と
保
健
・
医

療
・
福
祉
分
野
の
教
育
・
研

究
で
相
互
に
協
力
す
る
覚
書

を
交
わ
し
た
。
同
国
セ
メ
イ

市
（
旧
セ
ミ
パ
ラ
チ
ン
ス
ク
）

に
は
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
時
代

の
核
実
験
場
が
あ
り
、
放
射

能
後
障
害
な
ど
の
関
係
か

ら
、
平
成
７
年
よ
り
長
崎
大

学
及
び
長
崎
県
・
市
両
医
師

会
も
関
与
し
て
い

る
長
崎
・
ヒ
バ
ク

シ
ャ
医
療
国
際
協

力
会
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｍ
、
会
長
：
蒔

本
恭
長
崎
県
医
師

会
長
）
が
長
年
に

わ
た
り
同
国
に
対

し
医
療
支
援
活
動

を
行
い
、
交
流
を

重
ね
て
い
た
。

本
提
携
を
受
け

て
、
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
共
和
国
医
療
会

議
所
代
表
団
が
平

成
28
年
１
月
11
日

か
ら
16
日
ま
で
来

日
し
た
。
12
日
に
は
、
長
崎

県
医
師
会
館
で
両
国
の
医
療

保
険
制
度
に
つ
い
て
意
見
を

交
換
。
13
日
に
は
西
諫
早
病

院
を
見
学
し
、
代
表
団
自
ら

Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
診
を
受

け
、
日
本
の
最
先
端
医
療
を

体
験
し
た
。
15
日
に
は
日
医

会
館
を
表
敬
訪
問
し
、
横
倉

義
武
日
医
会
長
と
面
談
し

た
。ま

た
、
４
月
22
、
23
の
両

日
に
行
わ
れ
た
同
国
医
療
会

安
も
良
く
、
講
演
に
行
く
前

に
は
皆
か
ら
「
そ
ん
な
危
な

い
未
開
の
地
に
」
と
驚
か
さ

れ
、
自
身
も
少
し
不
安
で
あ

っ
た
が
、
実
際
に
行
っ
て
み

る
と
、
長
崎
県
に
あ
る
ハ
ウ

ス
テ
ン
ボ
ス
に
遊
び
に
来
て

い
る
よ
う
な
感
覚
を
覚
え

た
。医

療
は
わ
が
国
に

比
べ
る
と
見
劣
り
す

る
部
分
は
あ
る
か
も

知
れ
な
い
が
、
都
市

部
で
は
最
先
端
の
医

療
が
行
わ
れ
て
お

り
、
あ
え
て
我
々
が

積
極
的
に
物
質
的
援

助
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
国
で
は
な

い
と
思
わ
れ
た
。
た

だ
、
彼
ら
の
「
自
国

の
医
療
を
今
以
上
の

よ
り
良
い
も
の
に
し

た
い
」
と
の
意
欲
は

強
く
、
日
本
の
最
先

端
の
医
療
技
術
や
公

的
医
療
保
険
に
よ
る

国
民
皆
保
険
に
対
し
、
非
常

に
強
い
興
味
を
持
っ
て
い

た
。
ド
イ
ツ
に
は
定
年
と
な

っ
た
医
師
を
指
導
者
と
し
て

派
遣
す
る
制
度
が
あ
り
、
こ

の
制
度
で
派
遣
さ
れ
て
い
る

ド
イ
ツ
人
医
師
と
話
す
機
会

を
持
っ
た
が
、
こ
の
国
の
良

さ
を
語
っ
て
く
れ
た
。

今
後
の
計
画
と
し
て
は
、

胎
児
エ
コ
ー
の
講
師
派
遣
の

依
頼
を
受
け
て
い
る
。

今
回
の
訪
問
で
得
た
印
象

を
大
切
に
、
今
後
は
、
同
国

に
対
す
る
認
識
を
改
め
る
と

と
も
に
、先
進
国
と
し
て
「
援

助
し
て
あ
げ
る
」
「
教
え
て

あ
げ
る
」
な
ど
の
〝
上
か
ら

目
線
〟
で
は
な
く
、
同
じ
顔

立
ち
を
し
た
文
化
の
異
な
る

友
人
同
士
と
し
て
、
お
互
い

に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学

び
、
教
え
合
い
、
吸
収
で
き

る
も
の
は
吸
収
し
て
、
両
国

の
相
互
理
解
と
友
好
並
び
に

医
療
の
発
展
に
尽
く
し
て
い

け
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

議
所
第
３
回
総
会
に
牟
田
幹

久
常
任
理
事
（
筆
者
）
が
招

し
ょ
う

聘へ
い

さ
れ
、
「
日
本
の
医
療
制

度
」
に
つ
い
て
講
演
を
行
う

と
と
も
に
、
先
方
の
会
員
と

ウ
ォ
ッ
カ
を
酌
み
交
わ
し
交

流
を
深
め
て
き
た
。

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
、
中
央

ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ま

た
が
る
共
和
制
国
家
で
あ

る
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
中

央
に
位
置
し
、
か
つ
て
は
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
の
交
易
地
と
し

て
東
西
文
化
の
交
わ
る
地
点

で
あ
っ
た
。
旧
ソ
連
時
代
の

建
物
も
ま
だ
た
く
さ
ん
残
っ

て
い
る
が
、
町
並
み
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
そ
れ
に
似
て
い

る
。
カ
ザ
フ
人
、
ロ
シ
ア
人

等
の
多
人
種
か
ら
な
る
国
家

で
あ
る
が
、
半
数
以
上
を
占

め
る
カ
ザ
フ
人
は
日
本
人
と

顔が
ん
ぼ
う貌
が
非
常
に
似
て
い
る
。

そ
の
た
め
だ
け
で
は
な
い

だ
ろ
う
が
、
日
本
に
対
し
て

非
常
に
友
好
的
で
あ
り
、
治

日医会館会長室にて

長崎県医師会館にて

日医の 募集！
新キャラクター

デザイン
　日医では、医師だけでなく国民に、「医療に関する専門家集
団」である日医をより身近で親しみのある団体として認知して
もらうことを目的として、新キャラクターのデザインを募集して
います。
　募集に当たっては、日医会員のみならず、広く一般国民（プロ・
アマ不問）を対象とします（11月頃には新キャラクター1点を
決定する予定）。奮って、ご応募下さい。
　詳しくは日医ホームページ（http://www.med.or.jp/chara/）
をご覧下さい。

応募・
問い合わせ先

日医広報・情報課
〒113─8621 東京都文京区本駒込2─28─16

03─3942─6483（直）
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03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
４
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
庶
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
・
企
画
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
・
情
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
／
03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
地
域
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
地
域
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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笑
い

金
江
ひ
ろ
み

大分県
大分県医師会会報
第735号より

善
き
サ
マ
リ
ア
人
の
法

（Good Sam
aritan law

）

三
島
　
康
典

北海道
北海道医報
第1166号より

水
難

栗
林
　
　
弘

「
中
高
年
の
み
な
さ
ん
っ
」

で
話
が
始
ま
る
毒
舌
漫
談

師
、
綾
小
路
き
み
ま
ろ
の
公

演
会
が
東
京
の
明
治
座
で
あ

る
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情

報
を
得
、
先
行
予
約
し
た
。

母
と
母
の
友
人
２
人
、
合

計
４
人
分
の
座
席
を
Ｓ
席
で

確
保
し
よ
う
と
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
前
に
身
構
え
た
が
、

予
約
申
し
込
み
が
始
ま
っ
た

途
端
座
席
は
埋
ま
り
、
よ
う

や
く
私
が
手
に
入
れ
た
の
は

Ｓ
席
２
階
の
席
だ
っ
た
。

赤
い
燕
尾
服
に
扇
子
を
持

ち
「
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
、
ピ

ン
コ
ロ
リ
」
と
歌
い
な
が
ら

き
み
ま
ろ
氏
登
場
。
「
こ
れ

は
ね
、
毒
舌
漫
談
だ
か
ら
ね
。

前
の
席
の
そ
こ
ら
辺
の
人
た

ち
今
日
の
犠
牲
者
よ
。
覚
悟

し
て
ね
」
と
、
扇
子
の
先
で

指
さ
れ
て
い
る
前
方
の
席
の

人
た
ち
は
う
れ
し
そ
う
に
身

を
よ
じ
っ
て
笑
っ
て
い
る
。

言
わ
れ
て
い
る
お
客
さ
ん
た

ち
は
60
歳
代
、
70
歳
代
の
女

性
が
多
い
が
、
「
こ
の
日
の

た
め
に
朝
か
ら
、
ね
え
お
父

さ
ん
、
こ
の
お
洋
服
で
良
い

か
し
ら
？　

こ
の
口
紅
で
ど

う
か
し
ら
？　

と
、
聞
い
て

き
た
の
で
し
ょ
う
、
そ
の
顔

で
」
。
冷
静
で
あ
れ
ば
、
何

と
も
失
礼
な
話
だ
が
、
聴
衆

は
爆
笑
。
「
あ
な
た
の
こ
と

な
の
に
笑
っ
て
い
い
の
？
」

と
最
前
列
の
女
性
た
ち
に
扇

子
の
先
を
向
け
る
と
、
言
わ

れ
た
本
人
た
ち
は
こ
れ
ま
た

手
を
打
っ
て
大
笑
い
。
「
あ

な
た
も
、
あ
な
た
も
、
あ
な

た
も
な
の
よ
」
と
、
一
人
ず

つ
扇
子
の
先
で
指
さ
れ
た
側

は
笑
い
す
ぎ
て
ハ
ン
カ
チ
で

涙
を
拭
い
て
い
る
。

き
み
ま
ろ
氏
も
中
高
年
、

聴
衆
も
中
高
年
。
年
を
と
っ

て
い
く
こ
と
の
悲
哀
さ
は
あ

る
は
ず
な
の
に
、
そ
れ
を
題

材
に
し
て
笑
い
で
吹
き
飛
ば

し
て
い
る
。
「
み
な
さ
ん
っ
、

死
亡
率
は

１
０
０
％
で

す
！

」
当
た
り
前
な
の
に
、

も
う
笑
い
が
止
ま
ら
な
い
。

き
み
ま
ろ
氏
の
公
演
会
は
い

つ
も
満
員
だ
そ
う
だ
。
ま
あ
、

こ
れ
だ
け
の
会
場
を
た
っ
た

１
人
の
漫
談
で
大
し
た
も
の

だ
と
感
心
す
る
。
笑
い
は
健

康
に
良
い
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
こ
と
だ
が
、
母
の
60

数
年
来
の
友
人
も
「
お
陰
で

寿
命
が
延
び
た
わ
」
と
喜
ん

で
く
れ
た
。

抱
腹
絶
倒
の
公
演
は
綾
小

路
き
み
ま
ろ
に
限
ら
な
い
。

ト
ロ
カ
デ
ロ
・
デ
・
モ
ン

テ
カ
ル
ロ
バ
レ
エ
団
と
い
う

の
が
あ
る
。
れ
っ
き
と
し
た

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
バ
レ
エ
団

だ
。
他
の
バ
レ
エ
団
と
の
違

い
は
ダ
ン
サ
ー
全
員
が
男
性

の
み
。
そ
の
た
め
女
性
の
役

も
男
性
が
踊
る
。
女
装
を
し

て
、
つ
ま
り
女
性
用
の
タ
イ

ツ
に
ト
ー
シ
ュ
ー
ズ
を
履
き

チ
ュ
チ
ュ
を
着
て
女
性
の
踊

る
べ
き
パ
ー
ト
を
踊
る
。
正

統
派
バ
レ
エ
を
踊
る
の
だ

が
、
何
し
ろ
筋
肉
ム
キ
ム
キ

の
男
性
が
チ
ュ
チ
ュ
を
着

る
、
そ
れ
だ
け
で
笑
い
を
誘

う
。
王
子
様
よ
り
大
柄
な
お

姫
様
が
出
て
き
て
リ
フ
ト
に

難
渋
し
た
り
、
瀕
死
の
白
鳥

が
な
か
な
か
死
な
な
か
っ
た

り
、
厚
化
粧
の
バ
レ
リ
ー
ナ

が
愛
嬌
を
振
り
ま
い
た
り
の

舞
台
に
笑
い
疲
れ
て
し
ま
う

く
ら
い
だ
。

私
が
こ
う
し
て
毎
日
を
ゲ

ラ
ゲ
ラ
笑
い
な
が
ら
過
ご
し

て
い
る
と
思
っ
た
ら
大
間
違

い
！
　

ス
ト
レ
ス
フ
ル
な
毎

日
だ
か
ら
こ
そ
笑
い
が
必

要
。
私
に
と
っ
て
は
、
笑
い

こ
そ
が
精
神
と
肉
体
の
健
康

の
第
一
条
件
と
も
言
え
る
。

ち
な
み
に
笑
い
は
加
齢
と

と
も
に
減
少
し
て
い
く
。
し

か
し
、
笑
い
は
美
容
、
美
肌
、

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス

を
整
え
、
新
陳
代
謝
を
促
進

し
て
く
れ
る
の
だ
そ
う
だ
。

笑
う
こ
と
で
キ
ラ
ー
細
胞
が

増
加
し
、
が
ん
に
対
す
る
抵

抗
力
も
増
す
、
と
の
報
告
は

有
名
だ
。

先
日
もYouTube

で
音
楽

を
聴
い
て
い
た
ら
、
古
舘
伊

知
郎
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受

け
て
い
る
綾
小
路
き
み
ま
ろ

の
動
画
が
出
て
き
て
、
少
し

古
い
も
の
で
は
あ
っ
た
が

「
贅ぜ

い
た
く沢

を
し
て
も
い
な
い
の

に
贅ぜ

い
に
く肉

が
つ
き
、
寄
せ
て
集

め
て
Ｄ
カ
ッ
プ
」
。
一
人
で

げ
ら
げ
ら
笑
っ
て
い
る
の
で

家
族
が
白
い
目
で
見
る
。
し

か
し
、
笑
っ
て
い
る
人
生
と

し
か
め
面
ば
か
り
し
て
い
る

人
生
と
ど
ち
ら
が
幸
せ
だ
と

思
う
？

不
思
議
な
の
は
お
笑
い
公

演
で
も
何
で
も
圧
倒
的
に
女

性
が
多
い
。
男
性
諸
君
、
笑

う
の
、
嫌
い
？	（
一
部
省
略
）

　

先
日
、
日
系
航
空
会
社
を

利
用
し
て
国
際
学
会
に
出
掛

け
た
。
出
発
し
て
３
時
間
ほ

ど
経
過
し
た
頃
、
「
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
が
…
…
」
と
チ

ー
フ
パ
ー
サ
ー
を
名
乗
る
男

性
が
訪
ね
て
来
た
。
聞
く
と

機
内
で
急
病
人
が
発
生
し
た

の
で
診
て
も
ら
え
な
い
か
と

の
こ
と
。

私
が
麻
酔
科
医
を
志
し
た

の
は
不
純
な
理
由
が
多
い

が
、
数
少
な
い
純
真
な
理
由

と
し
て
、
「
お
医
者
さ
ん
は

い
ま
せ
ん
か
？
」
と
請
わ
れ

て
も
、
ち
ゅ
う
ち
ょ
な
く
出

て
い
け
る
医
者
に
な
る
、
と

い
う
の
が
あ
る
。

ほ
ど
よ
く
酔
っ
て
い
た

が
、
上
記
の
よ
う
な
理
由
か

ら
、
ま
た
む
げ
に
断
る
こ
と

も
で
き
ず
〝
患
者
〟
と
な
っ

た
乗
客
の
と
こ
ろ
へ
向
か
っ

た
。
患
者
は
60
歳
代
の
白
人

男
性
で
、
主
訴
は
悪
寒
と
呼

吸
困
難
だ
っ
た
。
詳
細
は
割

愛
す
る
が
、
す
ご
く
寒
そ
う

で
息
苦
し
そ
う
で
、
質
問
す

る
の
も
気
の
毒
な
感
じ
だ
っ

た
。
た
だ
で
さ
え
聞
き
取
り

が
苦
手
な
と
こ
ろ
に
、
息
苦

こ
に
は
彼
の
慇い

ん
ぎ
ん懃

な
態
度
と

は
対
照
的
に
、
「
当
該
医
療

行
為
に
起
因
し
て
、
賠
償
請

求
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

原
則
と
し
て
当
社
が
賠
償
金

と
関
連
す
る
訴
訟
費
用
を
負

担
い
た
し
ま
す
」
と
書
か
れ

て
い
た
。

〝
善
き
サ
マ
リ
ア
人
の
法

（Good 
Samaritan 

law

）
〟

と
い
う
の
が
あ
る
。
「
災
難

に
遭
っ
た
り
急
病
に
な
っ
た

り
し
た
人
な
ど
を
救
う
た
め

に
無
償
で
善
意
の
行
動
を
と

っ
た
場
合
、
良
識
的
か
つ
誠

実
に
そ
の
人
が
で
き
る
こ
と

を
し
た
の
な
ら
、
失
敗
し
て

も
そ
の
結
果
の
責
任
は
問
わ

れ
な
い
」と
い
う
も
の
だ
が
、

日
本
で
は
適
応
さ
れ
に
く
い

と
聞
い
て
い
た
。

正
し
い
処
置
で
あ
っ
た
と

い
う
確
信
も
な
い
が
、
間
違

っ
た
処
置
を
施
し
た
つ
も
り

も
な
い
。
し
か
し
最
悪
、
責

任
を
取
ら
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
か
？　

と
脳
裏
を
よ
ぎ
っ

た
。同

時
に
悪
化
し
た
ら
ど
う

す
る
か
？　

そ
も
そ
も
ど
う

し
て
医
師
と
分
か
っ
た
の

か
？　

〝
原
則
と
し
て
当
社

が
〟
と
は
ど
う
い
う
こ
と

よ
？
な
ど
と
い
ろ
い
ろ
考
え

る
と
、
そ
れ
以
上
酔
う
こ
と

も
ゆ
っ
く
り
寝
る
こ
と
も
で

き
ず
、
自
分
の
選
択
を
誇
り

に
思
う
反
面
、
後
悔
し
な
が

ら
、
し
か
し
無
事
で
い
て
く

れ
と
祈
り
な
が
ら
悶
々
と
到

着
を
待
っ
た
。

到
着
時
に
は
状
態
は
落
ち

着
い
て
い
た
の
で
、
「
あ
な

た
は
体
に
深
刻
な
問
題
を
抱

え
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

す
ぐ
に
病
院
に
行
き
な
さ

い
」
と
告
げ
て
飛
行
機
を
降

り
た
。
皆
さ
ん
な
ら
ど
う
さ

れ
る
か
？　

い
ま
だ
訴
状
は

届
い
て
い
な
い
。

夏
に
な
る
と
水
難
事
故
の

報
道
が
多
く
な
る
の
は
例
年

の
こ
と
で
あ
る
が
、
私
は
こ

れ
ら
の
事
故
が
他
人
事
と
は

思
わ
れ
な
い
。
私
に
は
俗
に

言
う
水
難
の
相
が
あ
る
の

か
、
死
の
一
歩
手
前
で
辛
く

も
助
か
っ
た
こ
と
が
三
度
あ

る
。一

度
目
は
ほ
ん
の
子
ど
も

の
時
、
家
の
す
ぐ
そ
ば
の
小

さ
な
川
に
は
ま
っ
た
こ
と
。

あ
る
雨
の
日
、
た
ま
た
ま
隣

家
の
お
じ
さ
ん
が
窓
を
開
け

て
外
の
様
子
を
見
て
い
た
と

こ
ろ
、
小
さ
な
子
ど
も
が
チ

ョ
ロ
チ
ョ
ロ
し
て
い
る
の
に

気
付
き
、
川
が
近
く
に
あ
る

の
で
危
な
い
な
と
感
じ
て
表

に
出
た
。
が
、
今
い
た
は
ず

の
子
ど
も
の
姿
が
見
え
な
い

の
で
辺
り
を
見
回
し
て
い
る

と
、
突
然
水
中
か
ら
ボ
コ
ッ

と
子
ど
も
の
頭
が
飛
び
出
し

た
の
で
、
襟
首
を
つ
か
ま
え

て
引
き
上
げ
た
と
い
う
。
母

か
ら
幾
度
と
な
く
聞
か
さ
れ

た
の
で
話
と
し
て
は
覚
え
て

い
る
が
、
実
体
験
の
感
触
は

全
く
な
い
。

二
度
目
は
小
学
生
の
頃
の

ド
ジ
ョ
ウ
獲
り
の
時
で
あ

る
。
町
中
の
道
路
と
田
の
間

を
流
れ
る
小
さ
な
川
な
の
だ

が
、
増
水
す
る
と
か
な
り
水

勢
が
強
く
、
こ
の
勢
い
を
避

け
る
た
め
か
、
橋
杭
の
根
元

に
近
い
部
に
ド
ジ
ョ
ウ
が
集

ま
っ
て
グ
ル
グ
ル
回
っ
て
い

る
。
こ
れ
を
網
で
す
く
う
の

に
夢
中
に
な
り
、
川
縁
か
ら

滑
り
落
ち
て
し
ま
っ
た
。
急

な
流
れ
に
押
し
流
さ
れ
て
、

あ
わ
や
と
い
う
時
、
後
ろ
か

ら
服
を
つ
か
ま
れ
て
助
か
っ

た
。
一
息
つ
い
た
後
、
助
け

て
く
れ
た
の
が
母
で
あ
る
こ

と
に
気
が
付
い
た
。
噓う

そ

の
よ

う
な
話
だ
が
、
こ
の
日
た
ま

た
ま
買
い
物
帰
り
の
母
が
息

子
の
ド
ジ
ョ
ウ
獲
り
に
気
付

い
て
、
声
を
掛
け
よ
う
と
近

寄
っ
て
行
っ
た
途
端
の
転
落

だ
っ
た
と
い
う
。

三
度
目
は
大
学
の
夏
休

み
、
親
友
と
海
水
浴
に
行
っ

た
時
の
話
だ
。
二
人
で
か
な

り
遠
く
ま
で
快
調
に
泳
い
で

い
っ
た
の
は
良
い
の
だ
が
、

途
中
か
ら
天
候
悪
化
で
浜
に

戻
る
こ
と
に
し
た
。
波
が
だ

ん
だ
ん
強
く
な
り
疲
れ
て
き

た
た
め
、
岩
礁
に
上
が
っ
て

少
し
体
を
休
め
よ
う
と
し
た

の
が
裏
目
に
出
た
。
近
付
く

時
は
寄
せ
波
で
岩
に
打
ち
つ

け
ら
れ
、
よ
う
や
く
し
が
み

つ
い
た
ら
今
度
は
引
き
波
で

戻
さ
れ
、
愚
か
に
も
幾
度
と

な
く
中
途
半
端
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
繰
り
返
し
た
結
果
、
手

の
ひ
ら
は
岩
で
傷
だ
ら
け
、

体
は
ほ
ぼ
全
身
打
撲
に
近

く
、
ま
さ
に
疲
労
困こ

ん
ぱ
い憊
。
し

ば
ら
く
波
間
に
漂
っ
て
何
と

か
気
力
を
取
り
戻
し
、
死
に

物
狂
い
の
最
後
の
挑
戦
で
上

が
る
こ
と
が
で
き
た
。
親
友

も
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
経
過
だ

っ
た
と
い
う
。

岩
上
で
し
ば
し
体
を
休
め

て
か
ら
浜
に
向
か
っ
た
の
だ

が
、
後
か
ら
考
え
れ
ば
海
で

仰
向
け
に
浮
か
ん
で
い
る
こ

と
は
自
分
に
は
難
し
い
こ
と

で
は
な
く
、
そ
う
や
っ
て
休

み
つ
つ
泳
ぎ
戻
れ
ば
良
か
っ

た
の
に
、
何
で
あ
ん
な
に
岩

に
こ
だ
わ
っ
た
の
か
。
今
も

っ
て
分
か
ら
な
い
。

あ
れ
か
ら
50
年
ほ
ど
水
難

に
無
縁
で
い
る
が
、
い
ま
だ

入
浴
時
に
少
し
神
経
質
に
な

っ
て
い
る
自
分
が
い
る
。

し
い
中
発
せ
ら
れ
る
弱
々
し

い
英
語
が
飛
行
機
の
騒
音
で

か
き
消
さ
れ
て
、
聞
き
取
る

こ
と
が
一
層
困
難
だ
っ
た
。

一
通
り
診
察
と
処
置
を
終

え
て
彼
を
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ

ス
に
移
し
て
、
私
は
自
分
の

席
に
戻
っ
た
。
し
ば
ら
く
し

て
、
件

く
だ
ん

の
チ
ー
フ
パ
ー
サ
ー

が
お
礼
か
た
が
た
一
枚
の
紙

を
持
っ
て
や
っ
て
来
た
。
そ
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平
成
28
年
度

第
47
回
全
国
学
校
保
健
・
学
校
医
大
会

◆
メ
イ
ン
テ
ー
マ
：
「
み
ん

な
で
築
こ
う
子
ど
も
た
ち
の

未
来
─
考
え
よ
う
学
校
医
の

果
た
す
役
割
─
」

◆
主
催
：
日
医

◆
担
当
：
北
海
道
医
師
会

◆
日
時
：
10
月
29
日
（
土
）

午
前
10
時
～

◆
会
場
：
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
札
幌
／
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス

タ
ー
札
幌

◆
参
加
者
：
日
医
会
員
及
び

学
校
保
健
に
関
係
の
あ
る
専

門
職
の
者

◆
参
加
費
：
２
０
０
０
０
円

（
昼
食
・
懇
親
会
費
を
含
む
）

◆
申
込
方
法
：
都
道
府
県
医

師
会
を
通
じ
て
行
う
。

◆
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

●
分
科
会

①
か
ら
だ
・
こ
こ
ろ
（
１
）

②
か
ら
だ
・
こ
こ
ろ
（
２
）

③
か
ら
だ
・
こ
こ
ろ
（
３)

④
耳
鼻
咽
喉
科

平
成
28
年
度
「
医
療
関
係
機
関
等
を

 

対
象
に
し
た
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物

管
理
責
任
者
」
に
関
す
る
講
習
会

⑤
眼
科

●
開
会
式
・
表
彰
式

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
「
学
校
に
お
け
る
健

康
診
断
の
意
義
と
役
割
」

・
基
調
講
演
：
「
学
校
健
康

診
断
を
め
ぐ
る
話
題
」
（
弓

倉
整
日
本
学
校
保
健
会
専
務

理
事
）

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

①
「
成
長
曲
線
」
（
小
池
明

美
札
幌
市
学
校
医
協
議
会

長
）
②
「
運
動
器
学
校
検
診

の
概
要
と
課
題
」
（
山
下
敏

彦
札
幌
医
科
大
学
医
学
部
整

形
外
科
教
授
）
③
「
学
校
医

に
必
要
な
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患

の
知
識
（
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

を
中
心
に
）
」
（
渡
辺
徹
北
海

日
医
と
（
公
財
）
日
本
産

業
廃
棄
物
処
理
振
興
セ
ン
タ

ー
と
の
共
催
に
よ
り
平
成
18

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
本
講
習

会
を
、
今
年
度
は
北
海
道
、

宮
城
県
、
東
京
都
、
神
奈
川

県
、
愛
知
県
、
大
阪
府
、
福

岡
県
に
お
い
て
計
７
回
開
催

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

医
療
関
係
機
関
は
、
感
染

性
産
業
廃
棄
物
を
生
じ
る
た

め
「
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物

管
理
責
任
者
」
（
以
下
管
理

責
任
者
）
を
置
く
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

医
師
、
看
護
師
等
は
、
講

習
会
を
受
講
す
る
こ
と
な
く

管
理
責
任
者
の
資
格
を
有
し

て
い
る
が
、
事
務
職
員
等
も
、

本
講
習
会
を
修
了
す
る
こ
と

に
よ
り
、
管
理
責
任
者
と
し

て
、
各
都
道
府
県
等
に
認
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
本
講
習
会
は
、
資

格
取
得
の
目
的
の
み
な
ら
ず

産
業
廃
棄
物
全
般
の
管
理
に

関
す
る
知
識
を
習
得
す
る
機

会
と
し
て
も
有
効
で
あ
る
の

で
、
ぜ
ひ
参
加
願
い
た
い
。

◆
受
講
料
：
１
万
４
０
０
０

円
（
ｗ
ｅ
ｂ
か
ら
申
し
込
む

場
合
は
１
万
３
５
０
０
円
）

◆
定
員
：
各
会
場
１
５
０
名

※
申
込
方
法
、
開
催
場
所
等

の
詳
細
は
、
（
公
財
）
日
本

産
業
廃
棄
物
処
理
振
興
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.jwnet.

or.jp/

）
内
の
「
医
療
関
係

特
管
責
任
者
講
習
会
」
案
内

ペ
ー
ジ
を
参
照
願
い
た
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
医
地

域
医
療
第
一
課
〔

03
─

３

９
４
２
─

６
１
３
７
（
直
）
〕

日  医
提供番組

BS-TBS 毎週金曜 20：54 ～ 21：00 絶賛放映中
地域医療に従事する先生方を紹介しています

平成28年度「医療関係機関等を対象にした特別管理産業廃棄物管理責任者」に関する講習会

開催地 開催期日・会場 受付機関（手引き取り寄せ・申込書送付先）

平
成
28
年

東　京 9月28日（水）
日医会館

（一社）東京都産業廃棄物協会　TEL：03-5283-5455
〒101-0047　千代田区内神田1-9-13　柿沼ビル7F

北海道 10月29日（土）
札幌市教育文化会館

（公財）日本産業廃棄物処理振興センター　TEL：03-5275-7115
〒102-0084　千代田区二番町3番地　麹町スクエア7F

福　岡
11月23日（水）
福岡県中小企業
振興センター

（公社）福岡県産業廃棄物協会　TEL：092-651-0171
〒812-0046　福岡市博多区吉塚本町13-47　福岡県国保会館2F

愛　知 11月30日（水）
名古屋国際会議場

（一社）愛知県産業廃棄物協会　TEL：052-332-0346
〒460-0022　名古屋市中区金山2-10-9　第8フクマルビル5F

大　阪 12月16日（金）
大阪私学会館

（公社）大阪府産業廃棄物協会　TEL：06-6943-4016
〒540-0011　大阪市中央区農人橋1-1-22　大江ビル3F

平
成
29
年

神奈川
1月17日（火）

かながわ労働プラザ
Lプラザ

（公社）神奈川県産業廃棄物協会　TEL：045-681-2989
〒231-0023　横浜市中区山下町74-1　大和地所ビル4F

宮　城 2月2日（木）
宮城県建設産業会館

（一社）宮城県産業廃棄物協会　TEL：022-290-3810
〒980-0801　仙台市青葉区木町通1-4-15　仙台市交通局本局庁舎4F

道
小
児
科
医
会
副
会
長
）

●
特
別
講
演
「
伝
え
る
の
は

命　

繋
ぐ
の
は
命
」
（
坂
東
元

旭
川
市
旭
山
動
物
園
長
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
北
海
道

医
師
会
事
業
第
三
課
〔

011
─

２
３
１
─

１
７
２
６
（
直
）
〕

※
当
日
は
会
場
内
に
託
児
所

を
無
料
で
設
置
す
る
予
定
。

な
お
、
詳
細
は
大
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://www2.

c
o
n
v
e
n
t
i
o
n
.
c
o
.
j
p
/

sapporo.med/school-47/

）

を
参
照
願
い
た
い
。
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書
籍
紹
介

グ
ロ
ー
バ
ル
感
染
症

マ
ニ
ュ
ア
ル

国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

国
際
感
染
症
セ
ン
タ
ー　

編　

一
読
、
十
笑
、
百
吸
、

千
字
、
万
歩

─
医
者
の
流
儀石

川
恭
三　

著

緩
和
医
療
の
基
本
と

実
践
、手
と
り
足
と
り

教
え
ま
す沢

村
敏
郎　

著

診
療
所
外
来
点
数 

マ
ニ
ュ
ア
ル
２
０
１
６

診
療
報
酬
研
究
会　

編
著

海
外
渡
航
前
後
の
患
者
の

健
康
管
理
に
当
た
る
の
は
、

必
ず
し
も
専
門
家
だ
け
で
は

な
い
。
多
く
は
普
段
か
ら
患

者
の
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
リ

ウ
マ
チ
と
い
っ
た
疾
患
を
診

て
い
る
、
か
か
り
つ
け
の
医

師
で
あ
ろ
う
。

本
書
は
、
輸
入
感
染
症
や

新
興
・
再
興
感
染
症
な
ど
の

グ
ロ
ー
バ
ル
感
染
症
に
つ
い

て
、
ト
ラ
ベ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
設
け
、
渡
航
前
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
な
ど
の
予
防
か
ら
渡

航
後
の
治
療
・
管
理
ま
で
、

包
括
的
に
国
際
感
染
症
診
療

に
取
り
組
ん
で
き
た
国
立
国

際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
国
際

感
染
症
セ
ン
タ
ー（
Ｄ
Ｃ
Ｃ
）

で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
豊
富
な

知
識
と
対
応
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

実
践
的
に
解
説
さ
れ
て
お

り
、
診
断
・
治
療
は
も
ち
ろ

本
書
は
、
50
年
間
医
師
を

続
け
て
き
た
著
者
が
、
日
頃

感
じ
た
こ
と
等
を
書
き
下
ろ

し
た
36
の
作
品
を
一
つ
に
ま

と
め
た
短
編
集
で
あ
る
。

中
で
も
、
タ
イ
ト
ル
に
あ

る
「
一
読
、
十
笑
、
百
吸
、

千
字
、
万
歩
」
は
著
者
が
中

高
年
の
人
達
に
、
健
康
維
持

と
認
知
症
予
防
の
心
得
と
し

て
、
長
年
推
奨
し
て
き
た
言

葉
で
あ
る
。
「
一
読
」
と
は

１
日
に
１
度
は
ま
と
ま
っ
た

文
章
を
読
む
、
「
十
笑
」
と

は
１
日
に
10
回
ぐ
ら
い
笑

う
、
「
百
吸
」
と
は
１
日
に

１
０
０
回
く
ら
い
は
深
呼
吸

本
書
は
、
２
０
０
８
年
に

発
行
さ
れ
好
評
を
博
し
た

『
緩
和
医
療
レ
ッ
ス
ン
』
の

改
題
改
訂
版
で
あ
る
。
緩
和

医
療
に
関
す
る
知
識
の
な
い

研
修
医
が
、
指
導
医
の
レ
ッ

ス
ン
を
受
け
な
が
ら
緩
和
医

療
の
心
構
え
と
ス
キ
ル
を
身

に
つ
け
て
い
く
と
い
う
ユ
ニ

ー
ク
な
構
成
は
そ
の
ま
ま

に
、
社
会
環
境
の
変
化
や
新

薬
な
ど
の
新
し
い
情
報
を
取

本
書
は
、
『
解
体
新
書
』

の
訳
者
と
し
て
知
ら
れ
る
江

戸
時
代
の
蘭
学
者
・
前
野
良

沢
の
評
伝
で
あ
る
。

「
『
解
体
新
書
』
の
前
野
良

沢
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、

明
治
期
に
『
南
学
事
始
』
に

触
発
さ
れ
た
福
沢
諭
吉
や
大

槻
玄
沢
の
孫
に
よ
っ
て
広
め

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
学

究
肌
の
良
沢
の
最
大
の
関
心

本
書
は
、
無
床
診
療
所
向

け
に
医
科
診
療
報
酬
請
求
の

ポ
イ
ン
ト
を
、
詳
し
く
分
か

り
や
す
く
説
明
し
た
解
説
書

で
あ
る
。

２
０
１
６
年
版
で
は
、
新

た
に
検
査
、
処
置
、
手
術
の

診
療
項
目
を
一
覧
表
や
図
で

整
理
す
る
な
ど
、
視
覚
的
に

算
定
要
件
が
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
他
、
医
薬

品
の
算
定
に
関
す
る
解
説
を

大
幅
追
加
す
る
な
ど
、
年
々
、

複
雑
化
し
て
い
る
医
薬
品
の

り
入
れ
て
い
る
。

本
書
で
は
、
「
患
者
の
苦

痛
を
取
り
除
く
と
い
う
緩
和

医
療
の
基
本
は
医
療
の
原
点

で
あ
る
」
と
の
視
点
か
ら
、

が
ん
患
者
の
心
身
の
痛
み
や

身
体
症
状
へ
の
対
処
法
を
解

説
し
て
い
る
。
疼
痛
緩
和
に

重
要
な
役
割
を
果
た
す
各
種

の
鎮
痛
薬
や
医
療
用
麻
薬
の

使
用
法
・
処
方
例
な
ど
は
症

例
を
提
示
し
て
具
体
的
に
解

説
し
て
い
る
他
、
が
ん
告
知

の
方
法
に
つ
い
て
も
、
言
う

べ
き
こ
と
・
す
べ
き
こ
と
を

実
例
を
交
え
て
解
説
し
て
お

り
、
が
ん
に
限
ら
ず
日
常
の

診
療
で
〝
切
り
出
し
づ
ら
い
〟

話
を
す
る
際
に
非
常
に
役
立

つ
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
あ
る
。

短
時
間
で
読
了
で
き
る
ボ

リ
ュ
ー
ム
も
魅
力
で
あ
り
、

緩
和
医
療
の
概
要
を
手
早
く

事
は
、
医
学
で
は
な
く
、
オ

ラ
ン
ダ
語
学
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
、
今
ま
で
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
よ
う
な
事
柄

が
、
本
書
で
は
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
『
解
体
新
書
』

刊
行
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
て

き
た
良
沢
の
生
涯
を
、
彼
の

著
訳
書
や
周
辺
資
料
か
ら
再

検
討
し
、
新
た
な
良
沢
像
が

構
築
さ
れ
て
お
り
、
大
変
興

味
深
い
一
冊
と
な
っ
て
い

る
。

定
価　

２
７
０
０
円
（
税
込
）

発
行　

思
文
閣
出
版

075
─

７
５
１
─

１
７
８
１

特
定
加
入（
60
歳
以
上
の
加
入
）に
つ
い
て

国
民
年
金
法
の
改
正
に
伴

い
、
平
成
25
年
４
月
よ
り
、

60
歳
以
上
の
方
で
も
国
民
年

金
基
金
へ
の
加
入
が
可
能
と

な
っ
た
。

対
象
者
は
、
60
歳
以
上
の

国
民
年
金
任
意
加
入
者
の
方

で
、
医
業
に
従
事
し
て
い
る

方
と
な
る
。

加
入
に
際
し
て
は
、
市
区

町
村
の
国
民
年
金
課
ま
た
は

最
寄
り
の
年
金
事
務
所
に
て

国
民
年
金
の
60
歳
以
上
の
任

意
加
入
の
申
し
出
の
手
続
き

を
済
ま
せ
た
上
で
、
現
在
基

金
の
加
入
員
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
改
め
て
加
入
契
約
の

申
し
込
み
が
必
要
と
な
る
。

な
お
、
契
約
期
間
は
、
最

長
65
歳
ま
で
で
、
そ
の
間
の

掛
金
は
全
額
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
る
。

詳
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も

用
意
し
て
い
る
の
で
、
加
入

希
望
者
は
、
ぜ
ひ
、
基
金
事

務
局
（

０
１
２
０
─

７
０

０
６
５
０
）
ま
で
問
い
合
わ

せ
願
い
た
い
。

日医医学図書館 利用案内
　医学図書館は、日医ホームページ（http://www.med.or.jp）
の会員専用コーナー（メンバーズルーム）を通じて、ご自宅
や勤務先などからご利用頂くことができます。
1. 各サービスのお申し込み

　メンバーズルームの画面から、複写、調査、貸出を申し
込むことができます。複写物や調査の結果は郵便で、貸出
する本は宅急便でお届けします。国内や海外の図書館から
も複写をお取り寄せできます。受付から3 ～ 7日程度で発
送します。お急ぎの場合はご相談下さい。
料金：
コピー B5＠10円　A4・B4＠20円　A3＠40円　＋送料
*カラーコピー B5・A4・B4＠50円　A3＠80円
他の図書館から取り寄せた場合は、実費料金＋依頼料＋送料

2. 所蔵資料検索
　雑誌、本、統計・白書などの所蔵状況を検索できます。
所蔵していない資料は、他の図書館から複写などをお取り
寄せできます。

3. 新着資料の案内
　毎月、到着した国内雑誌の特集テーマや国内外の本をご
案内しています。

郵便、FAXによるお申し込みも承っています。
詳しくは、日本医師会医学図書館（〒113-8621 東京都文京区本
駒込2-28-16　TEL03-3942-6492（直） FAX03-3942-6495
mail：jmalib@po.med.or.jp）まで。

前
野
良
沢

生
涯
一
日
の
ご
と
く

鳥
井
裕
美
子　

著

身
に
つ
け
た
い
医
師
に
お
勧

め
の
書
籍
で
あ
る
。

定
価　

３
５
６
４
円
（
税
込
）

発
行　

羊
土
社

03
─

５
２
８
２
─

１
２
１
１

ん
、
世
界
的
な
状
況
、
渡
航

相
談
へ
の
対
応
な
ど
臨
床
現

場
で
必
要
な
情
報
を
ま
と
め

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

直
感
的
に
把
握
し
や
す
い

よ
う
、
症
候
・
感
染
症
ご
と

の
診
療
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
や

流
行
地
の
マ
ッ
プ
な
ど
も
掲

載
し
て
お
り
、
海
外
へ
の
出

国
者
、
ま
た
海
外
か
ら
の
入

国
者
が
増
加
し
、
感
染
伝
播

が
加
速
し
つ
つ
あ
る
今
だ
か

ら
こ
そ
、
全
て
の
臨
床
医
が

読
ん
で
お
き
た
い
一
冊
で
あ

る
。

定
価　

５
４
０
０
円（
税
込
）

発
行　

南
江
堂

03
─

３
８
１
１
─

７
２
３
９

算
定
要
件
が
整
理
さ
れ
て
お

り
、
大
変
使
い
や
す
い
。

ま
た
、
診
療
所
で
算
定
が

増
え
て
い
る
在
宅
療
養
指
導

管
理
料
に
つ
い
て
も
、
注
意

点
の
解
説
を
追
加
す
る
な
ど

の
工
夫
が
さ
れ
て
お
り
、
便

利
な
一
冊
と
言
え
る
。

定
価　

３
６
７
２
円（
税
込
）

発
行　

じ
ほ
う

03
─

３
２
３
３
─

６
３
３
３

す
る
、
「
千
字
」
と
は
１
日

に
１
０
０
０
字
く
ら
い
は
文

字
を
書
く
、
「
万
歩
」
と
は

１
日
に
１
万
歩
を
目
指
し
て

歩
く
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。超

高
齢
社
会
を
迎
え
て
い

る
わ
が
国
に
お
い
て
、
い
か

に
健
康
寿
命
を
延
ば
す
か
が

大
き
な
課
題
と
な
る
中
で
、

著
者
が
つ
く
り
出
し
た
こ
の

言
葉
は
大
変
参
考
に
な
る
。

そ
の
他
の
章
に
お
い
て

も
、
長
年
の
経
験
を
基
に
し

た
医
師
と
し
て
の
流
儀
が
示

さ
れ
て
お
り
、
ぜ
ひ
一
読
を

お
勧
め
し
た
い
一
冊
と
な
っ

て
い
る
。

定
価　

８
４
２
円
（
税
込
）

発
行　

河
出
書
房
新
社

03
─

３
４
０
４
─

１
２
０
１

　日医会員は4月より取得時の
発行手数料が無料になった他、
年間利用料も廃止されました。
　発行を希望される方は、下記
のホームページをご覧下さい。

※SAMPLE※

日本医師会電子認証センター
http://www.jmaca.med.or.jp　E-mail　toiawase@jmaca.med.or.jp

を持ちましょう
「医師資格証」
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産業医・学校医等の医師活動賠償責任補償の内容

１．補償の概要
産業医・学校医等の活動（職務）に起因して発生した不測の事故
について、会員が法律上の損害賠償責任を負担することによって
被る損害に対して、補償（保険金の支払い）を行う（弁護士費用
等の争訟費用を含む）。

２．対象者
日医A会員

３．対象となる活動（職務）
法令によって定められた以下の職務。（　）内は根拠法令。
①産業医（労働安全衛生法）
②健康管理医（人事院規則）
③学校医（学校保健安全法）
④保育所等の嘱託医（児童福祉法）

４．補償の限度額
1事故1億円、保険期間中3億円（免責なし）

５．開始時期
平成28年7月1日

Q1．補償拡充の背景、目的は何ですか
　平成26年に改正された労働安全衛生法に基づく新たな健康管理制度とし
てストレスチェック制度が導入され、面接指導等で産業医の役割が、また、
子どもの健康管理においても学校医の役割が今まで以上に重要になってき
ました。日医医賠責保険制度の補償拡充を図ることにより、日医の会員が
安心して産業医・学校医等の活動を行い、また、その職責を尽くすことに
より、労働者の健康増進、学校保健に寄与することを目的としています。

Q2．どのような事故が対象となりますか
　産業医や学校医の職務の内容から、身体の障害を伴わない休業損害とい
った、いわゆる経済損失に対する損害賠償を求められることが想定される
ため、身体障害だけでなく、財物損壊・経済損失等を含めた不測の事故に
ついて損害賠償を請求された場合の補償も対象としています（※保険金の
支払いの対象とならない事故があります）。
　例えば、産業医活動ではストレスチェックの判定や面接指導が不適切で
あったため対処が遅れてうつ病が発症・増悪した、また、学校医活動とし
て健康相談や保健指導が不適切であったことに起因して疾病発症・増悪し
たとして訴えられる場合など、医療行為以外の活動が想定されます。
　なお、損害賠償責任の有無にかかわらず、弁護士対応が必要な場合は争
訟費用がこの保険で支払われます。

Q3．日医医賠責保険との関係はどのようになっていますか

　図のように、産業医・学校医等の活動において、医療行為によって生じ
た身体障害については、これまでどおり日医医賠責保険の対象となり、医
療行為以外の不測の事故によって生じた損害が「産業医・学校医等の医師
活動賠償責任補償」の対象となります。

Q4．補償の対象となる会員は誰ですか
　この保険は、日医A会員（A①、A②B、A②C）個人の活動によりA
会員個人が損害賠償請求を受けた場合を対象としています。日医A会員で
あれば日医医賠責保険が付保されているため、産業医・学校医等の医師活
動においては、医療行為の有無にかかわらず補償が可能となります。
　なお、産業医や学校医に就任した、辞退したといった報告は不要です。

Q5．いつから対象となりますか
　平成28年7月1日以降に損害賠償請求を受けた場合が対象となります。
　なお、産業医や学校医を辞退した後に損害賠償請求を受けた場合でも、
請求を受けた時期に日医A会員であれば保険の対象となります。

Q6．損害賠償請求を受けた場合はどのようにすれば良いですか
　万一、損害賠償請求を受けた場合には、日医医賠責保険と同様に各都道
府県医師会の定める紛争処理規定に従って報告をして下さい。
　なお、産業医や学校医の活動は、事業主の労働安全衛生や学校保健の一
環としての活動であり、責任主体は事業主や学校にあるため、まずは事業
主や学校が窓口となって対応することが原則となります。医師の法律上の
損害賠償責任が発生するケースは少ないと考えられますが、まずは都道府
県医師会にご相談下さい。

日本医師会医師賠償責任保険制度
平成28年
7月より 産業医・学校医等の医師活動賠償責任補償を拡充

　日医では、本年7月より、産業医や学校医等の活動に伴う日医医師賠償責任保険の補償を拡充することになりました（本紙第1313号既報）。
　今号では、会員の先生方からお問い合わせの多い、補償拡充の背景や、どのような事故が今回の拡充の対象となるのか等について、改
めて説明します。

産業医・学校医等の医師活動

医療行為

日医医賠責保険
（含む特約保険）

医療行為以外

産業医・学校医等の
医師活動賠償責任補償

日本医師会医師賠償責任保険制度

※�「産業医・学校医等の医師活動賠償責任保険　解説」を日医ホームページ
のメンバーズルーム内に掲載しています。詳しくはそちらをご覧下さい。
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